
土浦市議会だより 4

次回の定例会日程は、３月６日～20日（一般質問は　12日・13日・14日）の予定です。

◆
医
師
・
看
護
師
不
足
を
解
消

し
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医

療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
医
師
不
足
は
地
方
・
都

市
部
を
問
わ
ず
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
医
師
不
足
で
閉
鎖

に
追
い
込
ま
れ
る
病
院
や
診
療
科

の
み
な
ら
ず
、
地
域
医
療
が
崩
壊

す
る
危
機
的
状
況
も
生
じ
て
い
る
。

と
く
に
小
児
科
、
産
婦
人
科
を
置

く
病
院
が
減
少
し
て
お
り
、
地
域

で
分
娩
が
で
き
な
い
事
態
も
生
じ

て
い
る
。
医
師
不
足
に
よ
り
医
療

の
現
場
で
は
過
酷
な
勤
務
実
態
が

も
た
ら
さ
れ
、
医
療
事
故
を
誘
発

す
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
当
た
り
の
医
師
数
で
見
る

と
、
日
本
は
人
口
十
万
人
に
対
し

二
百
十
二
人
（
〇
四
年
）、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
二
百
九
十
人

（
〇
三
年
）の
七
割
程
度
で
、
平
均

に
達
す
る
に
は
あ
と
十
二
万
人
必

要
で
あ
る
。
茨
城
県
は
そ
の
中
で

も
、
人
口
十
万
人
に
対
し
百
五
十

人（
〇
四
年
）で
全
国
平
均
の
七
割

と
最
も
不
足
し
て
い
る
県
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
問
題
の
改
善
の

た
め
に
は
、
短
期
的
に
は
偏
在
の

改
善
そ
の
他
の
対
策
を
進
め
つ
つ

も
、
基
本
的
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
平
均
を
め
ざ
す
医
師
の
絶
対
数

の
増
加
が
必
要
で
あ
る
。

　

看
護
職
員
の
実
態
も
深
刻
で
あ

る
。
諸
外
国
に
比
べ
て
極
端
に
少

な
い
人
員
配
置
の
下
で
仕
事
に
追

わ
れ
、
満
足
な
医
療
・
看
護
が
で

き
ず
、
職
員
の
健
康
破
壊
も
深
刻

な
状
況
に
あ
る
。
日
本
医
療
労
働

組
合
連
合
会
が
実
施
し
た
調
査
で

は
、
三
分
の
二
の
看
護
師
が
「
仕

事
を
辞
め
た
い
」と
答
え
る
状
況

が
あ
り
、
新
卒
看
護
師
の
十
一
人

に
一
人
が
一
年
以
内
に
離
職
す
る

な
ど
、
離
職
者
の
多
さ
が
厳
し
さ

の
悪
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

医
療
現
場
は
も
は
や
限
界
で
あ

り
、
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療

の
上
か
ら
も
人
員
増
は
緊
急
課
題

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、
下
記
事

項
の
実
現
を
要
望
す
る
。

一　

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医

療
を
実
現
す
る
た
め
に
、医
師
・

看
護
師
の
不
足
数
、
労
働
実
態

を
緊
急
に
調
査
し
、
養
成
数
を

抜
本
的
に
増
や
す
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
あ
る

問
題
に
つ
い
て
、
本
市
議
会
の

意
志
と
し
て
政
府
な
ど
に「
意
見

書
」を
提
出
し
て
、
問
題
の
積
極

的
な
解
決
を
求
め
て
い
ま
す
。

意
見
書
（
要
旨
）

地
域
へ
の
定
着
の
た
め
の
施
策

を
進
め
る
こ
と
。

二　

そ
の
た
め
に
需
給
計
画
の

見
直
し
と
増
員
に
必
要
な
法

的
・
制
度
的
な
整
備
、
診
療
報

酬
そ
の
他
で
の
財
政
措
置
を
行

う
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

厚

生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

文

部
科
学
大
臣　

財
務
大
臣
】

◆
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書

　

社
会
保
険
庁
は
、
二
〇
〇
四
年

度
国
民
年
金
保
険
料（
第
一
号
）納

付
率
が
六
十
三
．
六
％
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
、
こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
「
年
金

改
革
」が
前
提
と
す
る
二
〇
〇
四

年
度
の
計
画
六
十
五
．
七
％
を
大

き
く
下
回
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
年
金
受
給
者
の
う
ち

約
九
百
万
人
が
国
民
年
金
だ
け
し

か
受
給
し
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た

人
た
ち
は
、
満
額
で
も
六
万
六
千

円
、
平
均
で
四
万
六
千
円
と
い
う

低
額
で
、
医
療
、
介
護
の
負
担
も

加
わ
り
、
高
齢
期
の
暮
ら
し
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ

政治家（候補者、立候補予定者、現に公
職にある者）が選挙区内の人にお金や物
を贈ることは、政治家本人が出席する場
合の結婚祝いや香典などの特定の場合
を除き、法律で禁止されています。有権
者が求めてもいけません。

寄附の禁止について

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
指
定
都

市
市
長
会
は
、「
生
活
保
護
制
度

の
抜
本
改
革
に
向
け
て
の
提
案
」

（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
十
七
日
）の

中
で
「
高
齢
者
層
に
対
す
る
生
活

保
障
制
度
の
創
設
」が
必
要
な
こ

と
を
述
べ
、「
無
拠
出
制
で
受
給

要
件
を
一
定
年
齢
の
到
達
と
す
る

最
低
年
金
制
度
を
創
設
す
る
」
こ

と
を
提
案
し
て
お
り
、
こ
れ
は
正

に
時
宜
を
得
た
提
案
で
あ
り
、
心

か
ら
歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
国
民
に
老
後
の
生
活

を
保
障
す
る
年
金
制
度
に
す
る
た

め
に
、
全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保

障
年
金
制
度
を
つ
く
る
こ
と
は
、

緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

一　

消
費
税
に
よ
ら
な
い
全
額
国

庫
負
担
の
最
低
保
障
年
金
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。

二　

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
を
直

ち
に
二
分
の
一
に
す
る
こ
と
。

三　

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
に
見

合
う
給
付
を
無
年
金
者
・
低
年

金
者
に
給
付
す
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

厚

生
労
働
大
臣　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長
】

×
贈らない 受け取らない求めない


